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石巻工業高等学校 図書館 

  日に日に秋が深まり、本格的な読書の季節がやってきました。先月末には読書週間を実施いた

しました。素敵な本との出会いはあったでしょうか。現在、全国での読書週間も展開されていま

す。秋の夜長はスマホを置いて、ぜひ読書に親しんでください。 

 １０月２３日（月）から２７日（金）に読書週間を実施いたしました。読書週間では、朝の

時間帯に読書をし、昼休みには図書委員が放送で本についての話をしました。普段、忙しく、

本を読む時間がない人にとって、本に親しむ良い機会になりました。 

「芸術鑑賞会」を行いました  

 １０月２６日（木）、石工体育館を会場に芸術鑑賞会を実施し、和太鼓ユニット「ＺＩーＰＡＮＧ 

ジパング」の皆さんによる演奏を鑑賞しました。リーダーの林田ひろゆきさんは、太鼓の名門「鼓

童」のご出身です。日本の和太鼓界をけん引するソリスト５名による演奏はとても素晴らしいもので

した。太鼓の体験コーナーでは代表の生徒が、太鼓のたたき方やリズムを教えていただきました。そ

れに合わせて会場のみんなも手拍子で参加し、とても盛り上がりました。和太鼓のテクニックと迫力

に圧倒された９０分でした。 

昼の放送で 

  紹介した本 

 

  

    

   

★『ラブカは静かに弓を持つ』 安壇 美緒 (著)  

★『ラーゲリより愛を込めて』 辺見 じゅん（原作） 林 民夫(映画脚本) 

★『ルポ 誰が国語力を殺すのか』 石井 光太（著） 

「読書週間」がありました 

 



  １０月２７日（金）から１１月９日（木）は、全国の読書週間になっ

ています。今年の読書週間のキャッチコピーは、「私のペースで しお

りは進む」です。コピーの作者は、「しおりがなかなか進まない本もあ

れば、一気に読んでしまう本もあり、読み終えればどちらも、充実感や

感動を得ることができます。」と言っています。皆さんにも、ぜひそれ

それのペースで読書を楽しんでほしいと思います。 

 図書館では読書週間にちなみ、『中身は開けてからのお楽しみ☆ハッピー本袋』を展示中です。

借りてくれた人にはブックカバーとしおりのプレゼントをします。ぜひ借りてみてくださいね！ 

 

 

 

〈７００ 芸術〉  

  『正倉院のしごと』  西川明彦/著 

〈８００ 言語〉 

  『悪口ってなんだろう 』  和泉悠/著 

  『発音キャラ図鑑』   関正生ほか/著 

 〈９００ 文学〉  

  『詩の寺子屋』 和合亮一/著 

  『アリアドネの声』  井上真偽/著 

  『サクラサク、サクラチル』  辻堂ゆめ/著 

  『ロールキャベツ』 森沢明夫/著 

  『獣の夜』 森絵都/著 

  『目で見ることばで話をさせて』 

      アン・クレア・レゾット/著  横山和江/訳 

１１月の開館カレンダー 
月 火 水 木 金 

１１／６ ７ ８ ９ １０ 

○ ○ ○ ○ ○ 

１３ １４ １５ １６ １７ 

○ ○ ○ ○ 閉館 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

○放課後閉館 ○ ○ 勤労感謝の日 ○ 

２７ ２８ ２９ ３０  

○ ○ ○ ○放課後閉館  

〈０００ 総記〉  

  『10代の悩みに効くマンガ、あります! 』  

                   トミヤマユキコ/著 

  『山田全自動のあるある超ベストでござる』 

                   山田全自動/著     

〈１００ 哲学〉  

  『SNSの哲学 : リアルとオンラインのあいだ 』  

                     戸谷洋志/著 

〈２００ 歴史〉  

  『かけらが語る地球と人類138億年の大図鑑』  

             ミニ・ミュージアムほか/著 

〈３００ 社会科学〉  

  『ボーダー : 移民と難民』  佐々涼子/著 

  『どうなってるの?投資のしくみ １～３』  

                   藤田智子 監修     

〈４００ 自然科学〉  

  『僕とアンモナイトの1億年冒険記』 相場大佑/著 

  『思考と体がスッキリ!睡眠のしくみ』 坪田聡/監修 

〈５００ 技術〉 

  『人がつくった川・荒川 』  長谷川敦/著   

  『働く車分解図鑑』    クルマ解剖研究所/著 

〈６００ 産業〉  

  『国谷裕子と考えるSDGsと食料危機 1～４』  

                   国谷裕子/監修 


